
平地の畑や田の畦等に生育する一年草で、植物体に毛がある。茎は細く、高さ10-20cm。葉はやわらかく

て糸状をなし、幅0.5mm内外。花序は1-3回分枝して長さ3-5cm、小穂はやや多数つき、さび色を帯びる。
鱗片には外曲する長い芒がある。

確認記録のある生育地のほとんどで消失している。但
馬の休耕畑作地にまれにみられる種であり、氷ノ山周
辺でのみ現存が確認されている。2020年版での新規
掲載種。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、但馬

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由
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生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…アゼテンツキ
環境省ランク… －Fimbristylis  squarrosa  Vahl


